
 

 

 

 

 

 

第７4回 

○場 所：神土交流サロン（ふれあいサロン） 

○時 期：令和５年 6 月 26 日 19：00～2１：00 

○参加者：委員 5 名 一般 2名 行政 1名 行政担当 3名  

 

【今年度の新しい取組み】 

・・暦
こよみ

くらす（東白川村の暮らしや文化の体験イベント）・・ 

村の方と移住者を中心とした方を「つなぐ」きっかけや場づくり、村の伝統や文

化を後世に伝えることを目的とし、村の伝統的な暮らしを村の方から教わるイ

ベントを令和５年度から年に 6回開催し２年間で１２回実施を目標とします。 

 

第１ 村長あいさつ 

今年度の委員会は、「暮らしの体験会」を新しい取り組みとして実施して

いきます。第 1回となる「朴葉寿司づくり」が６月１７日に開催され、み

なさん、楽しく交流の輪を広げていて大変良かったと思います。この季節

には朴葉寿司はもちろんのこと、朴葉餅もあります。米粉で練った餅を朴

葉で巻き蒸すもので、上手に調理しないと葉に餅がくっついてしまいま

す。そんな、おいしい季節です。私ごとですが、コロナが明けた為か業務

がとても多忙です。様々な団体の総会が開かれる時期でもあります。東京

出張も２回ありましたが、東京の様子は、ノーマスクの方、海外の方を多

く見かけました。アフターコロナを迎え、世界は人、モノ、お金が多様に、

そして大きく動いている印象を受けました。東白川村でも、５月３日につ

ちのこフェスタが 4年ぶりに開催され、人、モノ、お金が動き、そして学

びや交流が育まれました。小さな村が一丸となって平成元年から開催し
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続けてきたイベントのためか、参加を義務的に感じる方がいるのではと

危惧される意見もあります。私は、強制のない自主的な参加で支えられて

いると考えています。このように、イベントには様々な効果がありますが、

経済的視点で見てみると、つちのこフェスタ当日のテント村の売上げが

約３５０万円、村内事業所も含めた売上げは約１５０0万円でした。また、

メディア取材は１７社を数え、この放送や記事による宣伝効果を、有料広

告として換算したものを含めた総合的効果は、１億６８００万円となり

ました。ちなみに、今回のつちのこフェスタの予算は 400 万円です。ま

た、経済効果のほかに、認知度アップの効果もあります。これについては、

村内の各事業所の方が特に実感されているようです。この認知度アップ

の効果を上手く活用していけば、足し算ではなく掛け算の効果が出ると

考えています。村には、他にも４大イベントとして、商工会青年部が中心

となって開催される夏祭り、秋には郷土歌舞伎公演や収穫祭である秋フ

ェスタ、年末には迎春用品が販売されるお松さま祭があります。村一丸と

なって支え、続けられている村のイベントは、かけがえのないものです。 

最後に、８月 26日土曜日に開催される東白川村上映会では、村出身の映

画監督である今井友樹さんが制作した、ツチノコと東白川村をめぐる記

録映画「おらが村のツチノコ騒動記」が上映されます。クラウドファンデ

ィングの方もあわせて、よろしくお願いいたします。 

 

第２ 暦
こよみ

くらす（暮らしの体験会） 

村の方と移住者を中心とした方を「つなぐ」きっかけづくりを目的とし、

村の伝統的な暮らしを村の方から教わるイベントを令和５年度から年に

6回開催し２年間で１２回実施を目標としています。運営は、事務局と委

員が協働で実施していき、村の方が村でやりたいことを実現する場を設

定し活動していくことで、官民協働活動と位置付けています。 

前年度１年をかけて、「暦くらす」の理念から体験メニューとなる素材集

めや土台づくりをしてきたものをまとめ、事務局から下記のとおり紹介



を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



What 

「暦くらすって？」 

東白川村で培われた文化や伝統に五感で触れる会。 

伝えたい人、話したい人、知りたい人、やってみたい人をつなぐきっかけの場。 

Why 

「何故できたの？」  

村の文化や伝統について知っている人がいて、知りたい人がいる。 

でもお互いの存在を知らなかったり、知っていても関わるきっかけがなかったり。 

そんな人と人をつなぐ場所を作りたい。 

Where 

「どこでやるの？」 

山、川、村内全体。全部が教室。 

When 

「いつやるの？ 」 

第四期の今年と来年の 2年間 年 6 回×2年の 12 回。 

Who & Whom 

「誰が、誰のためにやるの？」 

東白川村の暦の暮らしについて残したい、知りたい等興味がある人 

How 

「どうやってやるの？ 」 

村の四季折々暦の行事を村で共に暮らす人々と一緒に楽しむ。 

結いのように、みんなでやる。 

How much 

「予算は？」 

１回/￥15,000×6回 

 



〈年間スケジュール〉 

令和５年度 

朴葉寿司 鮎の友釣り 
母樹林 

ウォーキング 

しめ縄 

藁 
味噌づくり 林業 

令和６年度 

野草 山菜 茶 
紅葉 

ウォーキング 
発酵食 こんにゃく 林業 

 

２ 朴葉寿司づくり体験について 

  ６月１７日土曜日に開催された「朴葉寿司づくり体験」について振り返り

を行いました。 

〈感想・意見〉 

・楽しく体験できた。村の方の説明やお話しが丁寧で楽しかった。子供たち

の様子も、みんなと楽しくおしゃべりしていてよかった。 

・子供同士の交流が生まれてよかった。 

・次回から名札を用意したい。 

・村の方と知り合うことができ、今後地域のことなど聞きやすくなった。 

・村の方も交流ができ喜んでみえた。 

・さらに村の方の参加者を増やしたい。講師役や参加者でもない立ち位置で

の参加を増やしたい。（事務局：河原） 

→ 講師役の方の人数を増やしていくとよい。（村長） 

・事前準備をもっと入念にする必要がある。当日は委員スタッフに助けられ

た。 

・参加者名簿が必要。 

・スタッフ全員分の資料が必要。 

・参加者さんは「とても良かった！」と言っていた。 

・机の配置など、イベント中のさらなる交流を深める工夫がいる。 

・参加者全員での片付けがにぎわってよかった。 

・２種類のごはんを用意してくれ、家庭の味を比較できてよかった。 



・村の方のイベントに協力してくれるお気持ちに感謝。 

３ 鮎の友釣り体験について 

7月２９日土曜日に開催予定の第２回暦くらす「鮎の友釣り体験」につい

て、参加申し込み状況やタイムスケジュール、経費、注意事項等について

確認と話し合いを行いました。特に、子どもの参加が少ないので委員で声

掛けをしていくこととなりました。 

 

（案内チラシ：第２回暦くらす「鮎の友釣り体験」） 



 

 



 

  

4 母樹林ウォーキングについて 

秋に開催予定の第３回暦くらす「母樹林ウォーキング」について、ターゲ

ットや目的、内容について話し合いを行いました。母樹林ウォーキングは、

村の林業を知る第 1歩として位置づけ、村の林業政策の話しを聞きながら、

立ち入ることが少ない母樹林を散策し、村の資源を学び体験します。 

 

第３ 雑談から生まれるワークショップ「私の近況報告」 

・委員会がきっかけで交流が増え、心が豊かになっていることを実感してい

ます。描く画風にも変化があらわれました。また、移住者の方への関心が

増え、移住者の方との交流を増やし、地域で支え合っていかなくてはと思



っています。それには、まずは交流を重ねることからだと思いますが、今

回の暦くらすのイベントは、いいきっかけになっています。 

・オスヤギ１頭、メスヤギ１頭と烏骨鶏５羽が暮らし始めました。 

・自分たちの排泄物をコンポストで堆肥化していますが、完熟できないとき

には虫が発生して、飼っているニワトリに処理してもらっています。 

・海外には、野良犬と共存している社会がいくつもあります。排除する文化

ではなく、関係を構築する文化・許容する文化です。野良犬が多い地域は

豊な地域と解釈するところもあります。そんな村っていいなと思います。 

・ヒツジの情報ありましたら教えてください。 

・引越し先の草刈り作業中です。まだまだ、リフォームなどたくさんやるこ

とがあります。ゆくゆくは、ヤギやニワトリを飼いたいです。 

・昨日、田植えが終わりました。 

・飲食店を始めました。月に４から５日の営業です。営業日以外は製菓やパ

ンの製造を行っています。 

・養鶏場などから、卵を産まなくなったニワトリを受け入れています。現在

７０羽にまでなりました。そして、８月に東京の中学校から生徒さん３０

名が研修予定です。 

・母親が村で同居生活をはじめました。村の福祉の利用が始まり、村のスタ

ッフの方の手厚く優しい介護に、母親に良い変化が見られるほどです。食

事もとても美味しく、これは村の魅力だと思います。ありがとうございま

す。 

 

第４ 事務局からのお知らせ 

「日本で最も美しい村」連合に加盟している東白川村は、平成２３年に、村

民の方からの意見を反映した、「東白川村美しスポット」が選定されています。

そのパンフレットを配布し、「美しスポット」と景観保護について紹介しまし

た。 

 



第５ 閉会（21：00） 

 



 





以上 


